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二肘,にも述べた様に･methylene'dioxyphenyl進が _
協力剤として必幻条件である都を碓諏LtS水た.木祖 こ

於てほOlljB'iの開祖には触7t得なかったが伽LJ鋭にketonF-

兆を持つものは更に優れた協力効果を持つであらう邸
は前相の実鋸 ､らも推論される次第であるO-cumarin-

がB(仰伝助兜を示し乍ら致死効果に於で劣る軸も研妃

上何等かの示唆をめ もあとして更に琴行して行きた
いと.hf.ふO比の結論を更に蛤討せんがために自下側飢･

の全くff.い Tlethylenedioxybenzene(Brenzcate-
chin methyleneather), Ethyler)dioxyhenzen.∫
(rirerzcatcchinethyleneather),3･41iMethylene-
dioxytohuene等も合成しっ ＼ある｡

､. 文 面

.1) 中山弘突;本誌,1年(1950)171.
Resumd

lnpreviouspapertheautl10rhadstlldiedthe

syncrgisticeffedtofpiperonylideneacetophcnon,､
ctc･ Withpyrethrins､and had′rcportcd thatノ

mcthylcncdioxygrouphasI/effecttJponsynerg-

istic･一CtionlVithpyrethrins.･Ihordertoestimate
ヽ

thesynergisticeffectmoreexactlyltheallther
uscd■18sul)stancq芦(Tat)le1)∴Andtheirsyne-

rgisticeffectwithpyrethrins IY冬SStudiedin

bothknock-dolVnandmortality (MIZSIcadome-

stic.TtL･)･As thein.sectieidaltestthemodified

.綜 一

節 /15汝 .

turntable!nctliod(Fig･1)WastlSCdthatwasal)lc

tostudybothknockrdown:tctil,ityandmortality .
∫

Tl-epreparir)gmethodoftesting rcagcntsis- ∫

ShowninTat,le2･Twellty-fivehotlSefliesW.ere

h(･ldedinpot(D)and1ceofeachtestingre.agents

wassprモIyCdintoglasscylinder(A)･Andafter
30se.condstheglassplate(C)wasdrawnoff,

then_-from2t｡10minutestheknock1-doynh6-

1zseJfliesacou,.tedeverylmi/nutes(Tal're3;Fig･

2aヮd3).ALterlOminut占畠theho_usefi占Swere●

taker)OutfrompotandafteJ1daymortality
lVaSaCOunted(Table6). ThesametestslVere

rFPeatedover4tinleS･

Basedonthe-theoreticalprincipalofthelihear-

transformationoftime-mortalityGun,edet,el-

opedbyI31issltheeqllationfor-'regressionline-

wascalculated (Table4).ThevaluesofI(℡

indicatetheagreementhetwecntheobscn.rations

andthe'computedcttrves.Toshowthecomp-

arativeeffectivenessexactly,themedianknock-

ddYn timewascalculated (Tat;le5)･ From

theseresultsitmayI)eund'erstoodJha卜safrol

derivati､,eshavesypergist享ceffectwithpyrc-

thrinsinbothknock-1downandmortality.

放echanism 叶 intoxicationof.pyrethmm insecticides-Ir, Problemsof'insect
toxicology,Ⅰ･ SeirokuŜKAr,BotyuhagahulS:230,1930.

37･除虫菊剤の毒作用機構lト

電磁気的臨写研究

林 (34)はマツケムS,D.endrolimusspectabilis

終酢幼虫の背脈管に及ぼ 31PyrethrinI.Rot'eno品6.

Nicotine,J,弗素化合物の影響に就い七研究し;正常

時の心筋の迎期的収縮と-%剤のそれとを比較_した｡

IyrLthrinIの渡既は 0･0ミ7%～.0･0_011%.05i丑蛇
考仙 ･/早?結果 0･05% の Li_ngcr困液では20個
体平均 26分で背脈管の致死を観察した.-0.034%を

作用させた場合は前潰度と同線 鹿 人後直ちに牧新馬

を披少したが頻度には殆んど変化なく,収桁高は40分

内外で最小となり,後再び腕復した｡0.011%』.0057%

/では, 夫々平均 2時間内外,-1時間乍内外で快征

し ノ0･0011%では作FT3後厄ちに収縮高を観ず声が8分

内外で快配したo PyrethrinIは洩壁0.035%内外

昆虫毒物学の諸問題 E.-∵酒井清六 ･lらi l
%になると作用を机 上･.致死 T'ることを観賀した.

では一皮供下した収締高を快復させるが.0･05JYO･06.
230 .

pyrethrinⅠ･liorIでnone･Nicotineは何れも心筋
に対して麻酔的作用を皇するが,仙糠を吟味すると犬

,8特異な薬理作用を示し, PyrcthrinIは急激に心

筋に強く作用し 収縮性を低下させるが加 瀬巨には好

餌少なく･筋韻カを多少佐波させたOこれは RPten-

oneの早期に自励髄を犯し持劫週期梓に休憩糊を延 .

長させることやNicotine¢環I.=筋張カを急激に市め

限外牧桁と祁街休憩和が現はれる様な作川と別.ってい

ち,rことを指摘した｡ その後林 (35)は マツケムS,路

･酌幼虫の体長 8･5cm 内外のもの勧 1い て,更に静,現

組織に及ぼす Pyrcthrinlの作川を研究した.終酌~

幼虫を腹位に Paraffi占抜上に間IBL,,小刀で正小紋

に沿って由開L 的食管を頭部よt)DIP脚 に向って完
一会に蜘攻E),胸陰部砲裾を丁寧にW l除t'.た筏,･胸部 ′

●

′
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約1-2現柿の抑茄f;Rの約7J-で神路索を冷血動物川の

LinJrCrltR宅で洞した約線ごわび.i17i滞川で切断し.
阪相好皿を印前邦及び糾成城よt)Euる川技をnA'i次火柿

にT･'･Jって切削迦慨Li約9⊥】O顎間の城取税上で股部
を手職庁して米州lJWl広域の和1J肪のみを四して紳詔をq'i
山し.紳屈筋控木を摘Luした.;巧敬は25oC内外の小

･刑の3葺…のベイクライト判洪煩 を作E),印露筋田本を

長時rm正常肌･29.に作持して行った｡各浴室は砥粒で迎
旅し,約1浴蚤には約 10-_11押窟球問の秤深紫,那

2継 は妨 11御荘粗 筋3損執 二は窮 11-]2紳勘
球の配下筋をirlいて電極で刺祝した｡標本は乾燥と索
引とを防ぎ.刺戟袈冠としては Du-rlois-Rcymond

の揺駅感応電気機を位FTJL,約1廻路に2ボル トの前
職 &,如式水銀屯B.1'lIオーム抵抗裾を夫々1例挿入

し･?,'2担掛こは】万回播'Nl,印閉訊1偶及び交叉弘
のないポ~-ル氏ウイツべを押入してrll一閃攻下降問流 ､

で希y.控 の早成を交互に刺放し;刺戟問鳳 土45秒に

作持したOこの按に秤屈を刺放しT=場合の配下筋の撃

桁を日桧として燕剤の作用による閏旧の変化を研究し

たo供託窮矧ま'･0･00(･7% よ(I0･00095%_の Pyrc-

thn'nr含有の5迅()の Linger折液を川いた.
その結果,神前様及び耐忍索詑びに筋組織のRmll1:(王

標本の鹿軌 部 将に注忠を抑えは 5-6時R批しト
淀に作持され;A-一般に Pyrethrinを注入ナると間も

なく,急速に閥肌を新しく上昇し.興懲伝導性及び興

醸性の減退を示し, Pyrethrin班氏が掛 ･と御題部

LIJ:の変化は常しかったoPyrethrinI-LingFr液汲兜
0;00095-0･00･',7%の成虫li'の上界は?,'11神慮球の心臓

に掛 ･部位に於いて特に期著で極めて短時間内に興懲

伝耳性を洞炎した｡刑層球を刺戟した場合,紳志細胞

の興暫性は難破の波圧が掛 ･時iこは比較的閥旧上界の

刑合が遅くな(),0.00093%以下の治定で作用は極め

て如 ､つた｡好き剤の作m時間の超過に伴う問旺上界の
過程は莫剤の沼皮によって典t),丁定恐皮の範囲内で

は;秤郡 m胞の閥帆ま壊変の対~数に比例した｡ 又

Pyrethrinの作用により秤忍城の取邦性をm犬し蝶挿

したものでも,'その後 Lir)ge羊氏液で沈稚すると数分

から10数分後門びその槻憶を快糾した.I

これらの一速の宍協紹-Eミよt)柿(35)は Pyrcthrinill
の致死附 Ⅲま約1三次的に印窃系の嫉TIM ･:川に院内する

と脚荷した｡7lTLtai(32)は林(33)のlTツケムシ粥脈

弓での Rl-tenOnCのⅧ気仙税の株に,カイコ Bombyx
morz'の約5m幼山の Pyrethrin及び Rotenoneの

心臓曲税を揃写した｡IIatai(32)はカヒコの心胸肋

税を損嬰で榊 詞zX矧 こよって桁帽し.横川製 lI割唱

磁qU.Oseillographに授影し,正常の心働曲税と背脈

仰 こ Pyreth.rinや Rotcnonc'を作用させた時の心

.助 け戯 とを比較研究したQA'cctoneで抽出した Py-

学 廃 .15胡

rcthrinは0･007% と0.0】% とを生理的食塩水に桁

, した｡その約19!正常心的曲税は山と谷とがある規則的

な他校であったが. 0.007% Pyre:th'rinで処理する

と.郎もに心付加的痴 ま振幅と塀皮とを将加し;その後

不活跡 こなった｡更に背渦管の Pyrethriln.を生理的

･企牧水で沈聡すると林 (33)の結果の様に再び機能を

不充分ながら挟役した.tの心臓曲税め変化は Pyi-'

I.tehrinによるものであろうし.Pyrcthrin:は位初刺

戟的に作mL後に麻柿作FTJを-布するこt'が悶解された｡

しかし0･01% Pyrcth_I.in では揖初の賦活作用が認

められず,田ちに振幅と朔蛇とを淑少し,その後生理

的食塩水で洗源すると円び不完全に快以することから＼

も;この曲税の変化は Pyrでtl､rin'に'よるだらうと指

摘した｡玄!に'0.0023,00')ミot9nOnCの場合では処理後

朽ちに振幅と頻既とを侍下城少し.詮l土仇 ヒし 生垣

的食城水で托粧してもその杓うEは挟似せず,.Roten-
ol】Cは P_vrcthrinよ()もカイコの心軌那加こ数倍和

効なことを指摘したが.その即四には卿 tなかった｡

林 (33)が体長 8cm 内外のマツケムシ終齢幼虫の背

脈管をmいて ･RPtenone.の心軌的税に及ぼす影幣を
研究した結果では,0.08'2.'J丸l･.の Rot'ehoncLコp~ィ

ド桁液では,Hatai(32)の結界と同様機能を快投し
-なかったが;'0.06% 以下の波圧では肉眼的搾止の後

も生理的企塩水7f沈聴すると不完全ながら快投した√

しか.L Pytcthrinと IRotcnol-C との作川の柑蓬の

好個は耶際でなlT｡
以上の措写実陵的研究の枯取 柄埋草脱線 的研東七

戻された結果と同様に,除虫7Ju一剤が昆虫?評荘累に対

L'て約1次的作mを和することが認められ,叉背脈管

写実陵的証明は今後生化学的冥付けによ()除虫菊剤の

在作用概柄が証明されなければならず,数種の昆虫め

結果でなく,除虫菊に抵抗性を有ナ右昆虫に就いても .
広範な比較生垣学的研究が必要であろう｡

(3) 体表及び局所に作用ませた時の影響

尾州 本邦の色々の'iWfl'J'.に除虫'g3'剤を純下し,叉は体
液巾に旺射したt)して.仰 lJを耽記しようと加みた研

究は古くから行われたが.この節の研究は巧ichnrds

& cutko'mp(59) が指摘した株に投虫剤の作m判

の炎河的な案内I.=しかならない｡′しかし 比較的悦印
に買斡し柑る瓜と表耐的な推測のみを和るだけならば .

必要なものである｡ Krtiger(46)は啓袋的な突放で.

ゴミムシデマシの体を頭部と駒腹部とに分け,除虫菊

荊?局所作171を研究したO先ず.ガラス管の切口をゴ

ム暇で掛 ･,ゴム膜はたやまない按に才ム輪で止めたO-

そのゴム膜の中心にゴミムシグマS,の頭部を挿入した.

更に-pTl部又Lt駒腹部畢蝕に薬剤を招布した括弧 胸投

部に撒布した時には症敬 ま数分で起り,頭部のみの時
l
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-_は長時間を穿したと報告している｡勿論作用菜由 'l異
るので,'こQ?影響が局所作川の特殊性のみに起因して

いL,るとは考えられない｡次ぎに,K捕gcrは除虫菊剤
-′が直鼓体如 ､ら侵入するが それとも気管和 ､ら作用

するかを吟味した｡除虫菊剤に対する C.L･ttLmicor-
m'Sの幼虫の影響を考えた場合,筋1に,この幼虫が

気管系を欠除し七いることから,その影響は他の部位

から起ったと考えられる｡妨2に,一般にガムS,lさ就

いて前述した様に除虫菊剤の分子が気管に浸入するこ

入したと保定すれば,気矧羊体表の接にキチンセ披改

されて,いるから.当然,体表で観察された様な紐緬的

変化が認められる筈である｡･しかt,琴riigcrのm･究

結架では,この種の変tヒは祝祭されなかった｡以上の

結米から,Krilgerは除虫菊効率;環節間膜の様な体表

の池脱を通して浸入すると推測した｡･lI_artzell-皮
Wilcoxon(29)は除虫菊剤が気管の透過でiii作用を･

呈する?セなぐ,体表を通して作月け るとした｡除虫

苅満液 を コガネムS,･の ユ較 Mac;odacLytJssubs-

か.nos'LS.の成虫の後脚 こ作用させたo 後脚の矧 こ生

活冷肝から縦れた部位に部分的に作用S,せても,掠作
用が弼',Y.qされた｡ 叉 ワモソゴキブリ.PeTJ'ptaneEa

omerl'cana成虫の前胸背中火に'1滴 の除虫yg'抽出液

を作用させると,ワモソーゴキブリは上胞を動かし∴い

a.,にも刺戟物E.が卵角にある様に触角をきれいにLよ

うとした｡これは明らかに触角や口許に在抜除虫茄剤

が作用せずとも感覚怒管が典習することを京している.
叉71,A'メガの1位 mtegeLhP,lllus.quinqu-cmaculatん

の同校舵の大きさの同令糊の夢虫 175個体に就■いて

体表の各部位に対する除虫菊抽出液の影響を観察し

た｡~中毒徴候の指軌 蛸 吐十島までの時間を用い

た｡この幼虫の頭部に除虫菊剤を滴下すると,中取ま

平均g分を穿t:,腹部最終環節の背面に除曲菊を滴下

すると,約 30分間は正常通り触葡するが前脚が病棟

するに従って,･腹部をもたげ.その後5身問に,腹覇

節が麻梯し.｢勤虫は体を曲げて丸くな(),又正常の繋

'協にuさうとする｡その後1分ThrL･幼虫は唱吐し丸ま

-E)佃旬山水なくなる｡15分FHlは喝吐と佃由とを繰返

し.研誰や体の前方部をもたげて典型的な防禦姿勢を

する｡その後遊動不能とな()横に倒れ,再び而初姿努

に戻ろうとナるが裳崩してしまう｡籍死は作用後24時

間で起った｡若齢虫の場合は老熟幼虫の約 3.0分に対
して5分で中詩が起った｡.叉頭部と腹部長路窃節との
中間の顎節背面の中識 ま両者の中間の時間を要したら.

除虫菊剤の昂カの軸東的な生理 的 勾 配 は 岡 部から尾

部に拘って云ることが観 琴 さ れ た O と の 按 に i C hild

(7)が示した生理的勾 配 は 除 虫 菊 剤 に 就 い て ,′ B uc-

-- hmann(3)がワモンゴ キ ブ リ で も 観 察 し た ｡H artzell

～
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良Wilcoxon(29)はこの抽出液の_I/50Ct の鮎

を幼虫の腹部定位顎軌こ注射した･Oその場合.興型的

な中iriは2分間以内に起った｡文体願内に托射した時

は激しい巾tiTr3を超し,-●外用の時よ･E)遥かに短時間内に ′_

嫉挿した.こq潤 供の末われる時nur的な嬰矧ま中細紳

挺系に除虫&-3'剤が到姪する時間であL),文章劉f-FlJの7J一
効染勤 て皮膚を通過して休液中に偉人する時nuFlであも

ち.~この種の研兜は McGovra,neta1-(52)I.pa-

_rneit皮Fe_lュers(1)_によってもなされている｡一

flutzel二(叫)は二チャ,,'ネコ二千7'.) B.gey7nan''Ea

の統括活動の反応に及ぼす致死丑以下の除虫菊剤の好 一

轡を研究した｡leAg-jerk.methodの場合には,0'.1,%

pyrcthrins搭液の 0･06-mmlの共立では反応せず. ′

それ以上の輿丑ではじめて反応が認められたO脚引き
の間他主0.005% Pyrcthiinsでは 1･01mmlであー
ったこ,'キ7'/)の削 り全称 こ粉剤を附諮させると･桁
.俄の場合の様な新著な反応を逸すが,溶伏期間は永く.

反応開始は綬損で脚引きの朗皮も少なかった｡●液剤を

胸部の投仰こ附蔚させた場合は腹部脱BlIJ部に処理した

時よ()感受性かあった｡陰部投仰 こ粉剤を処理した時

には反応しない場合も認められた｡史に除虫菊の賦活

仰】が紳窮系を通して伝等されること包証明するため.
約3阪環節下の紳超索を切断した｡除虫菊剤を腹部の

末端に処理した時.この期刺こよって脚えの航拓刺戟

の伝達が妨串された.･この場合.胸部に除虫gg'剤を処

理したときは.yI嘗な附引き反応が認められた｡壬汚3払! ､

環節の背面乃至側面を切断しても反応は妨!HPlされなか

った｡しか一し紳屈索が切断された時でも;'多足に除虫

菊剤を与えた場合は切断しない時の様に托死した｡卵

超索を切断した対照区の昆虫は少くとも4日間活動し;

生存した｡これは除虫光一剤が紳超系に作mすることの

証明となった｡ L

成 人 .経 過 .

除虫菊剤力笹 口的叉は気門きり伎入しなくとも.昆 J

_虫が病疫を起すことは 0′Kaneetal･(56)Hockcこ

nyost36)によ()認められている｡叉義政の毛細胞や二 一

腺細胞を通して透過TることもWileoxdn&llart一
亭ell(81), Klingcr(44)に よって観察されたO

wilcoxon&bHartzcll(8】)は Oilicdや､Sudal-

ⅠⅠⅠで染めた除虫iJ9'抽出液を''ミヤ5'〆てシの幼山の

背回l与塗'E);昆虫が斑托した晩 水路切片を作I)･宅

細胞や異皮細胞が赤色に染色されたこ､とを観黙した〇･
この突放ではPyrethririsが染色剤よE)休誠から噸
肝に浸入すると言う証明は行われなかったが,少くと
もその道の場合が本当であるとは考えられない｡剛毛 ｣
は 展 皮 まで延長した宅孔から生じている｡.除虫菟抽山,I
級 は 宅 孔 に 入 ()こんだ凹版を通して浸入し,損皮細胞
に 浸 透 す る 様 で あ る ｡-1'の由の閑耶収は虫体のfa節
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mJや如属物の附茄瓜の問に潜め7D_ことが出来る｡比等
の靭堺を苅lJけ るもう一つの実軌土セミの1和CicadLZ
･･epTel'Llen'"m ゐ脱敬の脚 に Oilrcd で染色 し

た除虫-AJu一袖山液を現った時に明帆 こ琵8められた｡怖片
sclc-riteは染色されなかったが脱怨の封こ青潮先Co-
nJuctivaeに沿って淡色されたこ柿脱は現前的暇のこr
/tで,｢股に約1次項畑の節片化しない後部で柔かい

節2次項茄を言うのである｡又ゴミムソーダマシの幼虫

を0'ildagで染色した除虫菊抽出液に投法し 要に

氷結切片を作ると,結膜の貝皮細胞l子規素を認めるこ

とが出来た｡

lくobinson/(61)はt.メダニ科の1校 0;niLhodo,"s

moLLbata､の串良に対する除虫菊液剤の透過性を研究

し.-幼虫が老熟するに従って反応が遅延するのほ多分

生長による袈皮の搾さが均すため,透過七姐;任下する

ことによると暗示した. RrtIg号r(46)は C.PLum一

･'com･'S の幼虫の背脈管や勘の堀動に就いても研究し

たが除虫菊剤特有の影野と決定することは出来なかっ

た｡ー兎も角,苑汁の入った水に幼虫を長時間放冠荘訳
した筏.脱竹中に墨汁を認めることが出来,仮E)に除

虫菊剤が鶴野を通して作用するならば,2分間を穿す
ると托じた｡しかしこの場合;儲汁と除虫菊稀釈液と

の透過性の相違は吟味されなかbた｡Hutzel(40)紘

ゴキ7'.)の場合,虫休の阪田よ()の透過は繭題索に到

埴するたあには韮底脱よE)詑く難敵が投入する必要が

ないと指摘した｡何故ならば,印在来は基由 衷 輯前

しているか,脂肪租矧 こ軽く位旺するからである｡従

?て,秤屈球の陣熟ま美妓から21与底膜や脂肪暦を通し

-て何らに秤招来にfmすると考えられ る と胡 じた｡
Coon(8)はワモソゴキブ9の心駿の持動と体液の循

環とに対する除虫粛; Nieotitle,p-β′-butoxythi-
ocyanodiethylethcr(Lethane3野)の影響を研究

した｡心隙には 0.00,5mlの Fiuorescent指示菜を_

托射し,虫伽こ紫外娘をm射してその径路を追跡しな

カ王ら襲剤の影哲を研妃した結果;除虫菊と Nieotine

とは中崎が嫉痔する前に附属誰が光に癖将する七 とを

畝察し,Lethaneは持動と裾環とを抑圧し呼吸招なる

ことを報告した｡この種の研究は今後釆国で発埠して

いろ人工放射性同位元就や指,7-;襲氾跡川の測淀槻裾を

TUT;llけ ることに伏って飛躍的な発連なとげろだらう｡
(Physiol.Zool･.l･01.23(1).I1930).

(4) 除虫菊剤の滑化中竜的卑び煙幕的効果

Campl)eュl(4)はカイコに除山猫粉をサy~ドイツチ

の矧こはさんだ煎邪を節穴さ_tt-たJrT,柿命蚕はyb死し.
食べなかったカイコはfL:tT･した｡これに反して,SIV-

ingle..(72)は経口的に除B域袖山液を前項しても,

汎化申綜的には無ii713であt).践軸投出掬の作用を持す､
るとを報じた｡除虫菊剤の蟻掛1三川に就いてのGins-

学 鰐--15.班

7'tlrg(18)の否定的研究は.前に述べた泣,)である｡

除虫JJu'剤の汀批中手抑 例凪池 化学的面見に立って-
好の吟味が必封であろう｡

(S)'高等動物k対する除虫菊剤の食作用捜構

成dlに対ナる除虫菊糾 -の FyrethrinI･Pyrcト

hriri､ⅠⅠ･.cinerinI･Cinerin∫_Ⅰの4有効成分のi3

-))比較は Gersdorff(1･5,!r)) 等により研究され.

pyrctilrinI,が Pyrethrinlr よ,.)昆虫に対_して持

I))を和することは G-rJa串 g占r皮corュ(19,20)T8-

ttersEicldetal,･-(74),Wilcoxon皮rlattzell(81)

等に俵E)認められているが,拓等動物では,Chevalier

(a) -Gaudin(13,14こ)が示ナ梯l享,実際的には無

碍な､ることが認められ7:い草｡然し.Gaudin(14)那

ー戻した様に,WJ顎系に PyrethrinEが入った場合には
すべてゐ動物に対して祈lTFである｡又,Gauhdin(14),

tLeonard(47)に俵和ぎ.-Jf効率分の PJrethrinⅠ

とⅠⅠとのniijカは昆虫の場合とは反対にPyrethrin_ⅠⅠ

の方が強力であった｡

二 病理組持挙的研究 ､

-Leonard(47).特休7Tt3kgの兎に PyrethrinII
~Ii由hg.を阪陛内注射をし,8日肌 後肢の癌撃が連

続したので,こオtを永久的な荘動紳超俗寓と考え一.こ

の兎の胴爽び印広東を.Hartzell(23)法で組織病理

学的に研究し,同時に痘嘩した-ツカネR+りこ就いて

も吟塊したWr.何れ も昆虫で認められた様な峯胞や

_Tigrolysis､を証明出来なかった｡

､機械的描写研究 ` ′

除虫菊軌に対する高等動物の筋肉と昆虫の肪肉との･

焚理作用を比校することは興昧あるが,昆虫の筋肉は

非常に少さく.又筋鞘を欠いているので,′ IILa'rtzell

(23)は嫉軒研兜の際め lTo､ve.ll(3g)の改良法で蛙

の Gastrocnemil】芦筋の作用を研究した｡蛙に､P_vr.,

èthrins'を皮下注射した後,筋肉を感癒コイルによっ

て刺戟し,その収縮皮を Ky品bgraphlこ記録した｡

除虫菊勉理筋による曲粗 ま一定の型式が部分的の弛程

に捺し.1時い収桁を訳し 弛校の時nulは正'.W肪よ.)mA
長く,仙矧 ま正常筋の.1頂点曲税に比し2】円瓜他校を

77';した｡しかし除dlgu一勉理筋の弛軌tVcratrinc欠生

理抑 血程よt)温かにL時mJであった｡ 'Lcon.lrd(47)
.はラッチの摘Lu十二指a払部の局所作fTJを拭除するため.
対照区として■Lo-cke托倍液に入れてその収縮を記鍔

した｡更に-Locke民幣液に約1:6000Pyrethri.nsや

胡麻油溶液に十二指湯を処理し/その収縮を記録して

両者をIt:校した｡Pyr占thrihsの影響ははじめ牧縮撃

には作用せず,収桁の拭幅が減少し.その稜漸次収縮

率!に作用し,攻節に弛鞍した｡この場合胡麻油だけの
時には十二指損は影響しなかった｡

弊理学的研究 ′

･233



′ヽ

防 虫科-響
l･-ujitani(ll), 'Kempcr(43)は各種の動物に対

L する除虫茄剤の影響を研究し,魚矧 ま感受性が高く.l

EfJ'也動物は抵抗性のあることを見 出した｡ .Zcigler
(8.-')は Eiher処理の除虫菊油脂を蛇の目に投与し

粉作mを観察し, Gaudin(12)紘_Pyreth'rins を

モル､モツトやハツカネズミに腹腔内注射をすると挺托

すTDが,経口的Iとは影響のないことを見出しGaudin

,(13)は魚,蛙,-ツカネズミ,モルモットに就いて.

kauryl-glycolで旗濁させた除虫菊剤P作用をm.妃

I. したoハツカネズミとモルモツIlとでは,PyrethrinI
の LDIOOは体重 1kg当t)ユ20血gであるに反し,L

､ pyrethrinI.日王60mgであった｡ -ツカネズ叩

､pyrethrin.Sに俵E)玩具の人形が〆./スする様な特殊

な蛙噂をし,その症轡作用問他ま両 Pyrethrin共体

m lkg当()20mg.でった｡ Roserl&Thompson

(63)は猫に静脈注射叉は腹腔内注射をナると雛托し■
それに反して経口的には全く影響しなかったと言って

いる｡同様に DeOng(9日ま羊や乳牛に径口,unこ投与
したが全然影響がなからた｡Leonard(47)は璽温比_

で10% Pyrcthrinの胡碇泊懸濁液を-ツカネズミの

阪眼内注射をした｡その結見 下軌 症敬 袈弟及び

呼吸城痔による緒死を闘解し, Ga.tidinの研妃よE)

MLDが高かった｡又 Pyret.hrin;ⅠⅠを体正kgこ当り

]20mgの注射按.怖姉弟のPcntabarbitalを体冠2O

gに対して 0.02g の割合で投与した場合には痘噂は

起らなかった｡/240血gの●pyrethrinsを注射して準

じい蛙蝉を逸させた後 Ethcr●で麻酔させると安訊;.
なE).≠肺鞄珪眼中は痘轡しないが娠酔餅 と共に再び
痘轡を綻返した｡ Pentabarbitalの柿酢でも同様で

あった｡叉 MetrazolによL)拭両様の克行を抑圧出

来た｡宮にラツ享,モルモット,兎でも同様な観察結

果を得たO叉,2四の-ツカネズミを体重 kg 当り

250mgの Pyrethriti一ⅠⅠを注射する 30分前に.20g'

当り1mgの割で Atrふpineを阪睦内に注射したWT,

下痢は起きなか.つたが,蛙執 ま防止出来なかった｡

PyrethrinlJ刑が Atropincに伐って防止山水る羊

/とはこの作用が中枢迷建碑超に由来していることを物

語っているoL投に Leonardの天敵では,'-ツカネ

､_ ズミがラッチ{モルモットよE)抵抗性があることを証

明し九=｡ Perrot皮Gaudin(57)に依L),兎摘出脱iZI
の実態七は,脱の弛按と航坪とが認められ,.これは除

虫菊剤の局所的刺戟の外に,ヰ枢押題系の刺戟が2次

的に作用することを指示された｡ Yamamoto (82)

･は除虫端を犬の胃に投与したが影響がなかった-.Zei-･

gler(85)も犬及びモルモキト?経口投与又は放下注

射では影やなく,静脈注射で始めて痘撃し時に致死を

招来することを報告した｡･Shimkih串Anderson(69)

に依れば,モル%-ッ～トは体式 kg当り100乃至150

:お1 .-

■■′
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mg･の阪殿内注射で粒托し;ラッチは経口投与立の申
分 (休電 kg当L)150mg)で飴托した｡人間に対す
る影響は Fiinberg (10)に依れば,除虫菊粉が非常
に感受性の高い人間には稀にアレルギ-陣省を生ずる

ことを報告し, Sequeiia(68)及び Tonking(76)

はケ;ヤの除虫菊工業地符の人が皮膚炎を起すことを

報告したが, Martin皮 H,ester(g)頭 由れ た按

に普通の場合影響しない｡この様に苗等動物は経口的

成いl.ま皮下注射では影響なくト 砿現系に Pyrethrin

が入?たときに中枢押野系障害として作用 すること

は昆虫の場合と比較した上き,如何なる理由によるの

であらうか.'この間抱の本質的な証明はなされていな

いが･蔭蛸 の有効成好 pyrethrins,･1.CiPerinsが

樋めて不安畠な化合物で,不飽和炭素を持ち,琴易に
酸化されるとととEster･化合物であるからアルカ･)

に依り容易に加水分解を撃けるだろう｡従って Cl､e-

vali昌r(5)が指摘する様に･,温血動物では経口投与の

場合.除虫菊が押題系に述するまでに,そのEstcrが

急速に加水分解されトその分解生成物はもはやirl作川

を重しないが,昆虫の場合は加水分解を受けないと考l
えられるからである｡_

結 吉吾

除虫菊剤の昆虫に対計る詩作用は衣故の窃Wul収.′
''剛毛孔等の薄膜城に透過し叉は径口的に体内に位入し
･循環系を通じて体液に桁解し,約1次的に中枢御荘系
を機能的に赫痔良翁して印鑑細胞等の被在細胞に建地,
Tigrolysisを生じ.''そのため生活裾官の触班芳賀を
逸し致死させると拭指されるoA
この程作用機構は病理組織学的,描写突放的にWr･兜
されたが,総ての昆虫に放いて菅誠的祁実と認め難く,

生化学的証明に乏しく,高等動物と庄山との毒作用の

相違は本質的に解明されず,今後,▲定立的に毒物学上

よ()桧討されなければならない｡掴節に当t),御別 怨

な御指導と御校閲の労を執られた内田脚 B致馳 良びに

虫林省急発枚在所長上泣茄技官に詑謝すると共に1J一誌

な御助言と理解ある勧文域を蹴った発駅三樹93枚甘地

びに畏襲協会≡坂和英博卓その他の諸氏に曝く御地ElT

上げる｡
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編 ~ 共 著

･ 武 原:･三吉.内詞俊郎,大野 ｢稔,Ffl島 稔

･市野武乏血 河野連敗 長沢紀夫,折田昌之 ･

内 ー_ 現

1･ 防虫科学に関する研究報文なれは誰で.も投稿出来

･る｡仏IL防潮 の取捨は椀鵠金談で決める｡叉臨榔 ･

の一T･句については加除修正を行うこ'tがある｡焼瑞

は本革親元の原舶 紙妄加 ､るとも

･1. 兆女は邦文又は欧文とし邦文には欧文の又政友に

li邦文.0要約を添える｡,欧文はタイプライター位JTl

の-.･Jf･｡軍敵 背老13及び'nf屈折兜槻閑名等l去邦文欧

文iJq省を併記する部｡ ･

3･ 邦文は平かな,研かな使い.とし,欧詔音訳には片'

かなを伽 ､もo但し物E名,人名等は欧文やま＼tl

する｡写鼠 表及び団の詮明は欧文とすることO図

は白紙叉は青松方眼紙に町蝉に鎧召し原稿とは別雛

とすること｡

4.･軌組物の学名の下には - を附ける _(イダtjッ
ク作となる)｡事l域は片仮名をもちいる｡･

数fi:Iけ べて77ビア数字を仙 ･,数丑の判 的 メ

ー●11'L法によzJo単位及び術語の略字等は次の抑こ
よ一る｡m(メートル),,cm(センチfLトル),mm(i

,LI)ノー1.,L)./L(ミ3,tpン),m,(平方 -Iトル),m3.

(立-Jjメート/り,cc(Jir.方セyチメ-トル),L(tJty_

トル),ど(グラム),.kg(キロ〆ラム),mg(ミt)グラム),

o(碗氏姥),%(バーセ_y ト),pH(水-giイオン池蛇).

-hp(洲 鼠点),fp(凝固点).ii)p(融点).Gal(カt7

_JリT),Gal(大力T7PI)→)..MW_(分子正_).Ⅴ (演

･)tJト)._kV(キPボルト),A(7 y ベア),mへ (i

_.)ナyベア),W(ワット),Atm(気圧).N (規定

割の卦腺の上に明瞭に雪ぎくこと｡文献には晋-#名,

排誌名(雷名).怨数.頂数 ,年号のJ抑こ記し,怨数

_にはTTT (ゴチック体)の下松をつける.ことo

∫(1)J･Crist.ol:'J･Am:C;h'eni･soc･,69,3二は(1017)

本文中の軸 は 献番号はカ＼ツコをつけて駄 小さく

笥く/文献は報琴の尼fEiに通し笥号のJ7A'lIこ列記する｡
邦文雄誌名は日本化学総隠 欧女雅言占矧tChemieal

Abstrac上s;BiologicatAbstracts出道の両名に従う.,

G_I.校正は初校に限り背者が行うことを駄州とする｡
7.･別刷は■50溺贈呈する｡それ以上の希望数に対し
､7:lま実費を印安く｡

8._原秘の送付には迭状を附し/'m崖年月H,述納光.､
田端枚数,写眉及図式数別刷希望数等を記入する.'

ー投稿校正の郵送は苫田とし 投稿そ野地の棚 方は~ド

記にする｡
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